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Cefatrizine(以 下,CFTと 略す)は 米国ブジス トル

社研究所において開発された新しいセファ質スポリソ系

抗生物質で,下 記の構造式をもってお り1),本 剤 を経 口

投与すればよく吸収されて,体 液中で抗菌活性を発揮す

るといわれている。われわれは本剤を外科領域の疾患に

試用したので,そ の結果をここに報告する。

吸収および排泄

健 康 な成 人 男子volunteer4例 に 本 剤250mgず つ を

1回 経 口投 与 して,血 清 中 濃 度 お よび 尿 中 排 泄 量 を 測 定

した 。Bioassayに はSarcina lutea ATCC9341を 検

定 用 菌 とす る カ ップ 法 を 行 な い,analytical standard

とし て はCFT結 晶Lot No.CM-028,potency 842μg/

miを 使 った 。 なお,標 準 液 の 希 釈 に はpH6.4燐 酸 緩

衝 液 を もち い た 。

1) 血 清 中 濃 度:Table1左 半 の よ うに,血 清 中 の平

均 濃 度 は経 口投 与30分 後0.14μg/m1,1時 間 後0。88

μg/m1,2時 間後2.14μg/m1,4時 間後2.35μg/m1と

な り,6時 間後でも1.04μg/mlを 示 した。

2) 尿 中排泄量:Table1右 半のように,投 与6時 間

以内の排泄量は投与量の平均43%で あった。

臨 床 治 療成績

本剤を表在性感染症42例 を含む49例 の感染症例

(Table2)に 経 口投与 し,Table3の 基 準によってその

治療効果を判定したが,こ のなかには小児3例 が含まれ

ている。投与量は,原 則 として成人には1日1g,小 児

には0.5gと し,毎 食後と就寝前の4回 に分割内服させ

たが,症 例47に は1日2gを 投与 した。 投与期間は

2～19日 間,投 与総量は2～26gで あ る。 対象疾患は

Tabie4の とお り,フ ル ソケル6例,膿 瘍14例,感 染

粉瘤3例,？ 疽15例,蜂 窩織炎2例,化 膿性乳腺炎4

例,睾 丸炎1例,腹 腔内膿瘍1例,胆 管癌の再発に合併

した胆管炎兼術創感染1例 、感染性腹壁痩1例,急 性膀

胱炎1例 である。 その結果,49例 中著効17例,有 効

15例,や や有効10例,無 効7例 で,有 効率85.7%と

な つた。

副作用:全 例に全くみとめ られなかった。

考 察 と 総 括

CFTの 血清中濃度はCEXに 比ペてやや低 く,ま た

Chemical structure of CFT

Table 1 Serum level and urinary excretion of CFT after a 250 mg 

oral administration in four healthy male volunteers
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臓器内濃度もいくぶん低いけれども,多 くのグラム陽性

球菌やグラム陰性桿菌に対する抗菌力がCEXに 比ペて

はるかに強いとする報告 もあ るので1)2)3)4),私たちは外

科臨床で経験 された各種感染症49例 に本剤を投与し,

治療効果を検討した。このなかの表在性感染症は42例

で,そ の37例(88.1%)で 明 らかな効果がみとめられ

た。 したがって,本 剤は表在性軟部感染症に対 してきわ

めて有効な薬剤であると考えられる。

本剤の血清中濃度を,ま ず食後2時 間を経たvolun-

teerに 経 口投与して検討 し,あ わせて胃腸障害発現の有

無をも注意深 く観察した。その結果,血 清中濃度のピー

クは内服後4時 間 目にえられ,ま た6時 間後でもなおか

なりな有効濃度の持続 していることが あき らかになっ

た。 しかも食後2時 間 目の内服例中には刺激症状や異和

感を訴えたものが全 くなかった。食後投与例では空腹時

投与例に比べて血中濃度 ピークの発現がやや遅れるよう

であるが,持 続時間には差がみられず,尿 中排泄量の減

少 もないことがわかった。さらに,そ の後の臨床試用例

には毎食後と就寝前の4回 に分割内服させたところ,充

分な治療効果がみとめられた。私たちが治療の対象とし

た症例の大部分は比較的軽症であったので,1日1gを

投与された成人例で も好成績をおさめることができた。

しかし重症例にはさらに投与量を増加する必要があるか

も知れず,こ の点は今後の検討にまたねばならない。な

お,血 液,肝,腎 検査等は行なっていないが,本 剤の経

口投与による胃腸障害や,ア レルギー性副作用などは全

くみとめられなかったから,比 較的安全な経口剤である

ということができる。

む す び

CFTを49例 の感染症例に投与 し,有 効率85.7%の

結果をえた。副作用は全 くみられなかった。併せて経 口

投与後の血清中濃度ならびに尿中排泄量を検討 した。本

剤は表在性感染症に有効な新抗生物質であると考えられ

る。

なお,本 治験に用いたCFTは 萬 有製薬(株)か ら提供

されたものである。
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Table 4 Clinical results of CFT therapy
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Cefatrizine (CFT) was given for acute cases of infections mainly in soft tissues, and effective res-
ponses were seen on 42 of all 49 patients. In addition the serum level and urinary excretion were 
investigated using a bioassay procedure. 

Cefatrizine is a promising antibiotic highly effective for acute infections in the field of surgery 
without any untoward side effect.


